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研究成果の概要（和文）：Concealed Information Test (以下CIT)は、虚偽の返答をしたかどうかを同定するよ
りも、裁決質問を実験参加者が認識しているかどうかに焦点を当てる手段である。本研究では、犯罪捜査の実務
場面に類似した場面におけるCITの妥当性を検討するように企画された。26人の実験参加者には模擬窃盗を行わ
せ、7日以上を経過した後に犯行現場に関する情報について自由再生検査をおこなった。リアリティの高い手続
きではいくつかの質問に関して再生率が低いことが判明したが、中心情報は周辺情報に比べて有意に想起される
確率が高いことが明らかにされた。以上の結果に基づいて実践的な改善について論議された。

研究成果の概要（英文）：The concealed information test (CIT) focuses on participants’ recognition 
of the critical question rather than focusing on identifying deceptive answers. This experiment was 
designed to examine the validity of the CIT in a situation that resembled a true crime. Twenty-six 
participants who committed a mock theft were given a free-recall test about information concerning 
their crime scene after a delay of seven or more days. Although the realistic procedure was 
associated with a lower recall rate on some questions, the results indicated that central 
information was significantly easier to remember than peripheral details. Practical implications of 
these results are discussed.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では事件内容の認識の有無から、当該犯罪に関わったかどうかを検討してきた。まず最初に窃盗事件に
ついて、実験参加者の自主的な目的物の探索行動を促すという意味で実務検査に近い状態を取り入れ、また，動
機づけを高めるようにパフォーマンスに応じた報酬を与えた。その結果、被害品の置き場所に関する質問がきわ
めて有効であることを確認した。その後は、テロ事件に関する検討をいくつかおこない、実行群と計画群の識別
や非限定項目（キャッチオール項目）を追加することで、有罪群を誤って無罪と判定することがないような手続
きを明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  Concealed information test(以下 CIT)では，当該事件の中で実行犯のみが知り得る犯罪の詳
細事実を裁決項目として抽出し，事件に関与していない者には，裁決項目との識別が困難と考
えられる複数の非裁決項目を組み合わせて，質問系列が構成される。そして，裁決項目の呈示
に対して，呼吸運動，心拍率，皮膚コンダクタンス反応に顕著な変化が生じる時，被検者はそ
の事件内容の認識があると判定され，当該事件への関与が強く疑われる。そして，発覚の恐怖
を伴わないカードテストのような事態においても生理的変化が喚起されることから，ウソの返
事をした際に生じる情動を反応発現の要因とすることには否定的である。したがって，CIT は
虚偽検出検査法というよりは，犯行内容に関する，一種の記憶の有無を確かめる手段と考えら
れている。Nakayama（2003）は，有罪群における裁決項目への反応を，特定の犯罪という先
行経験によって有意性を獲得した刺激に対する定位反応であると述べている。 
 横井・岡崎・桐生・倉持・大浜（2001）は，実務の CIT でどのような質問内容が有罪群・
無罪群の識別の決め手になるかについて検討した。34 都道府県警察で実施された 217 事例，
1146 の質問表について記憶の有無を確認したところ，裁決項目に記憶ありとされたのは 1061
であったと報告している。さらに，これらの質問に対する生理反応の結果から，有罪群の容疑
者が裁決項目の認識有りと判定された事例は 906 であり，CIT の高い妥当性が実務で維持され
ていることが確かめられたといえよう。続いて，質問内容を，場所・数・行為・事物名・日時・
人物・その他のカテゴリに分類して比較したところ，検出率が 90％を超えていたのは，日時，
人物，場所であり，一方，相対的にヒット率が低いのは行為と数の質問であったと報告してい
る。 
 しかしながら，横井他（2001）の研究は分析対象が各都道府県で実施された実務検査であり，
どのような内容を重視するかという点で検査者ごとに方針が微妙に異なることから，質問内容
の有効性をカテゴリ別に一律に評価することには問題がある。また，犯罪の実行から，CIT 実
施までの経過日数が一定ではないので，記憶の保持に影響する時間経過の要因も制御されてい
ない。そこで，有・無罪群を弁別する上でどのような裁決項目が有効かといったことを明らか
にするには，同一の事件内容について，十分な条件統制がなされた実験的事態で改めて検討す
る必要である。 
 また，実務の犯罪捜査場面では容疑者にとって予期しないことがしばしばことが発生する。
たとえば，空き巣に入り，家の中を物色中に，家人が突然，帰宅し，容疑者と鉢合わせする場
合や，事務所荒らしの途中で,防犯用の人感センサに触れ，警報音が鳴り響くということが起こ
りうる。このように容疑者を驚愕させるイベントが生じた場合，覚醒水準が急上昇して，その
後の犯行中の記銘が促進されることも考えられるが，一方で，もしくは逃走することに注意が
集中し，記銘が抑制されることも予想される。しかしながら，従来の研究ではこうした予期せ
ぬイベントが犯行中の記憶におよぼす影響することについて，全く検討されていなかった。 
 ２．研究の目的 
  本研究では，実験参加者に成果に基づく金銭的報酬の動機づけを約束する一方で，紙幣の隠
し場所についての情報は一切与えない模擬犯罪をおこなわせ，発見した紙幣について，状況を
多角的観点から質問した。そして，窃盗事件における裁決項目の適切な抽出基準を明らかにす
ることを目的であった。 
 また，模擬犯罪の途中で突然，アラームが鳴るように設計されており，予期せぬイベントが
記憶形成におよぼす影響についても検討することが 2 つめの目的であった。 
３．研究の方法 
実験参加者は大学生および大学院生 26名（男性７，女性 19，平均年齢 19.9 歳）であった。

実験参加者には，模擬犯罪を実施する事務室に行き，現金（模造紙幣；以下，単に札と呼ぶ）
を窃取することが課題であると告げるが，事務所内のどこに札が隠されているか，どのような
状態で保存されているか，合計で何枚の札が隠されているかについての情報は一切与えなかっ
た。また，なるべく多くの枚数を発見するように動機づけを負荷し，制限時間を 10 分とした。
そして，入室から 5分ほどを経過した時点でアラームを鳴らすイベントが設定されていた。実
験参加者は模擬犯罪から 7日以上経過した時点で呼び出し，犯行内容に関する再生テストをお
こなった。 
なお，模擬犯罪中には心拍率，呼吸運動，皮膚コンダクタンス反応を測定するセンサを実験

参加者に装着し，生理反応と，頭部に装着した web カメラで目線の動きを連続測定した。 
４．研究成果 
 ７日以上経過後に行った聞き取り調査において，「収納用具」と「入れ物」に関する質問では
90％以上の高い正再生率が得られた。しかしながら，場所の下位項目となる「位置」や，「色や
柄」に関する情報については誤った報告が多くなることが判明した。 
さまざまな物が置かれた模擬犯罪の部屋に実験参加者が入り，目的物を探索するとき，複雑

な光景に直面し，その細部に気づき，情報処理し，目にしたもののすべてが長期記憶に転送さ
れるとは限らない。容疑者は犯行時に意図的に犯行現場について記憶しておこうとしないであ
ろうし，検査時に自ら努力して想起することもないであろう。したがって，その場で見たもの，
起きたことは偶発記憶として扱われ，深い情報処理は伴わない。そこで，犯行現場で見聞きし
たことよりも，行動に関すること，とりわけ，計画的，意図的な行動に関する内容が裁決項目
として適切でありべ，犯罪を遂行する上でとらざるを得ない行動や，情動を伴うような内容は



重視すべきである。 
 扁桃核が活性化する情緒的覚醒価の大きい裁決項目は呼吸停止のような顕著な生理的変化を
喚起させることが Suzuki，Nakayama,＆Furedy（2004）によって報告されている。中山（2018）
によれば，模擬犯罪中に，実験参加者自身が瀬戸物の貯金箱をハンマーでたたき割ったり（自
己覚醒），突然，見知らぬ人が室内に入ってきて実験参加者に声をかけたりする（他者覚醒）と，
約 1週間後の検査時点では，覚醒イベントのない統制群に比べて，裁決・非裁決項目に対する
SCR の識別性が高まると述べている。情動的覚醒は長期記憶のうちの宣言記憶を強化し，符号
化と定着を促進するので，模擬犯罪から一定の日数を経過する方が，効果は強まると考えられ
る。 
 そこで，模擬犯罪中にアラームが鳴るというイベントが記憶形成におよぼす影響を本研究で
は調べたが，用いたアラームに実験参加者が気づいていないことが多く，また，気づいたにし
てもこれを気にせずに探索を続けていたことから，覚醒効果が不充分であったといえよう。さ
らに，本研究では発見された札の枚数が平均 2枚程度と非常に少ないので，アラームが鳴った
前後で記憶について比較することは困難であった。今後は，実験参加者を驚愕させ，狼狽させ
るような警報音を使うとともに，札の発券枚数が多くなるような事態を設定した上で，イベン
トが犯行時の認知的効果におよぼす影響について,今後，検討する必要がある。 
 次に，生理反応の結果について述べる。本研究では，実験参加者は室内を歩き回ったり，時
には立ち止まって，引き出しの中を観察するためにしゃがみこんだりすることがあり，非利き
手を動かすことも多いので，呼吸運動と SCL については適切な連続記録が困難であった。そこ
で，安定した HR の記録ができた 16 名についてのみ，測定結果を記述する。まず，安静期と探
索中の持続性の HR 水準を比較した。模擬犯罪開始前のイスに着席した安静期の平均 HR が
81.7bpm であったのに対し，模擬犯罪中の HR は 100.4bpm であった。模擬犯罪中は札を探索し
ながら歩き回っていることや，模擬とはいえ窃盗の実行行為のために緊張感が増加し，持続性
水準の HR が上昇したと考えられた。安静時と模擬犯罪中の HR 水準について，一元配置の分散
分析の結果，主効果が有意であった（F(1,17)=51.80 p<.001）。 
 また，目的物発見前後の一過性の HR 変化に関して、一元配置の分散分析の結果，時間の主効
果が有意（F(14/243)=2.41 p<.01）で，下位検定の結果，発見の 9秒前と発見から 3秒後の間
で差が有意であった（p<.05）。このような減速は，たとえば，「キャビネットケース」の中に隠
された「祝儀袋」を見つけると，その中に札が存在するのではないかという期待が高まること
から，HRは徐々に減速し，札の発見後に減速のピークに達するといった状況を示しているので
はないかと考えられた。 
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